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R6.3.31時点

1 1 (1) ① 広報紙、各種メディ
アを活用した意識の
普及・啓発

広報紙やホームページなど
を活用し、男女共同参画に
関する意識の啓発を行いま
す。

岐阜県より不定期に提供される男女共同参
画に関するチラシやイベント情報を、えな
えーる公式HPにて掲載した。

随時 継続開催 企画課

2 1 (1) ② 男女共同参画推進活
動の充実

プランに基づき、男女共同
参画プラン推進委員を中心
に啓発活動などを行い、市
全体の男女共同参画の充実
を図ります。

えなえーるで講師登録を行った女性講師の
講座開催時のサポート、子育て中の母親向
けのリフレッシュ講座などを開催。また店
頭において、県から提供される男女共同参
画センターののチラシやリーフレット配布
によるPR活動を実施した。

随時 継続実施 企画課

3 1 (1) ③ 男女共同参画プラン
推進会議の開催

プランの推進と進捗管理な
どを行うため、男女共同参
画プラン推進会議の開催を
定期的に行います。

男女共同参画プラン推進委員会を開催し、
進捗管理及び取組内容についての意見聴取
を行った。【R5.9】

1回開催 継続開催 企画課

4 1 (2) ① 人権を尊重する教育
機会の充実

男女平等や人権教育に関連
した研修会などを継続的に
行います。

・恵那市少年センター指導員研修会を開催
した。岐阜県警察本部から講師を招き、青
少年の非行や被害の現状、インターネット
トラブルなど現代的課題について、認識を
深めた。
・「二十歳を祝う会　恵成式」で、社会福
祉課から提供を受け啓発物品（人権問題啓
発用ボールペン）を配布
・恵那市人権同和講演会を開催した。フ
リーライターの角岡伸彦氏を招き、自身の
経験やネット社会上での誹謗中傷の状況な
どを聴くことで認識を深めた。120人の
参加。

2回（恵那市少年セ
ンター指導員研修
会、恵那市人権同和
講演会）

・引き続き、恵那市少年セン
ター研修会や二十歳を祝う会
恵成式などの機会を通じて、研
修や啓発活動を行っていく。
・社会福祉課、総務課と連携
し、講演会等を通じて人権問題
を身近な問題とする意識の普及
啓発を図る。

生涯学習
課

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

5 1 (2) ② 男女平等意識を育む
教育の充実

道徳や学級活動の授業など
を中心とした教育活動の中
で、強い男女平等意識をも
たせるように努めます。

男女平等を含めた様々な人権問題について
考える機会を設け、年間を通じて全小中学
校で取り組んだ。各学校が培いたい行動力
等を地域・家庭と連携しながら計画的な取
り組みとして「ひびきあい活動」を実施し
た。

常時 継続実施 学校教育
課

6 1 (2) ③ 教職員に対する男女
平等・人権教育意識
の更なる向上

教職員の研修機会を更に充
実させ、男女平等・人権に
対する意識向上を図りま
す。

７月に人権教育主任研修会を開催し、各学
校の人権担当教員に研修を実施した。「性
的マイノリティへの理解と対応」について
の講話や、各校における「ひびきあい活
動」の交流を行った。

1回/年 継続実施 学校教育
課

7 1 (3) ① 男女共同参画に関す
る情報収集

国や県の施策などに関する
情報収集を行います。ま
た、市民意識調査及び市内
企業意識調査を実施し、市
民及び企業の意識と現状を
把握し施策に生かすよう努
めます。

市民意識調査において男女共同参画の意識
と現状の把握を行った。
企業意識調査は実施なし。

- 継続実施 企画課、
商工課

8 1 (3) ② 講演会や学習会など
の開催

男女共同参画の推進母体で
ある「男女のわ」ネット
ワークなどと協力・連携
し、様々な課題解決に向け
た学習の機会などを提供し
ます。

「男女のわ」ネットワークは令和5年度で
休止となった。
恵那くらしビジネスサポートセンターとの
共同開催で、子育て中の母親を対象に、再
就職や育児休業復帰後の仕事についてのセ
ミナーを開催、母親同士での交流も行っ
た。

1回 随時開催 企画課

9 1 (4) 配偶者などに対する
暴力を許さない意識
づくり

DVをはじめとした配偶者
などに対する暴力の根絶に
向けて、パンフレットの配
布やセミナーなどの開催、
広報紙などによる啓発を行
い、市民の意識を高めま
す。

①広報えなに関連記事を掲載した。
②市ウェブサイトに、相談窓口の情報を掲
載した。
③市内ショッピングセンターで、チラシ、
啓発物品を配布した。

①1回／年
②常時
③1回／年（11月）

啓発記事を広報、市ウエブサイ
トに掲載し、市内ショッピング
センター等で啓発活動を行う。

子育て支
援課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

10 1 (4) ② ＤＶ防止に関する法
制度や支援制度の情
報提供

DV防止に関する法制度や
支援制度について、市の
ホームページや広報紙及び
各種メディアを活用して情
報提供や啓発を行います。

①広報えなに関連記事を掲載した。
②市ウェブサイトに、相談窓口の情報を掲
載した。
③市内ショッピングセンターで、チラシ、
啓発物品を配布した。

①1回／年
②常時
③1回／年（11月）

啓発記事を広報、市ウエブサイ
トに掲載し、市内ショッピング
センター等で啓発活動を行う。

子育て支
援課

11 1 (4) ③ ＤＶなど被害者の保
護体制の強化

住民基本台帳事務における
支援措置など、被害者の保
護体制を整えます。

①母子生活支援員を配置し、相談体制を充
実していくとともに、ＤＶ被害者支援研修
などを受講して資質の向上を図った。
②申請に基づき、住民基本台帳事務におけ
る支援措置を実施した。

①3回／年（8月、
11月、1月）WEB
研修受講

被害者支援研修を受講し、課内
での情報共有による対応漏れ遅
れを防止していく。
必用に応じて、住民基本台帳事
務における支援措置を実施す
る。

子育て支
援課、
市民課

12 1 (4) ④ ＤＶなどに関する相
談体制の充実

DVなどに関する相談窓口
の周知を図ります。また、
関係機関及び庁内の連携体
制を強化します。

①広報えなに関連記事を掲載した。
②市ウェブサイトに、相談窓口の情報を掲
載した。
③ＤＶ防止対策地域協議会実務者会議を開
催した。

①1回／年
②常時
③4回／年（5月、
８月、11月、2月に
開催）

恵那警察署をはじめとする関係
機関との連携を密にして、被害
者の把握と相談、支援と保護を
実施していく。

子育て支
援課

13 1 (4) ⑤ 医療機関、警察など
関係機関との連携強
化

DVなどに関し、医療機関
や警察など、関係機関との
連携体制を強化します。

ＤＶ防止対策地域協議会代表者会議を開催
した。

1回／年（5月に開
催）

関係機関の所属長を中心に、実
務者会議の総括となる代表者会
議を開催し、今後の取り組みの
方針などを協議する。

子育て支
援課

14 1 (5) ① あらゆる暴力を許さ
ない意識づくり

広報紙やホームページ、各
種メディアの活用により、
セクシュアルハラスメント
やマタニティハラスメン
ト、モラルハラスメントな
ど、あらゆる暴力に関する
情報を提供し、知識の共有
と暴力を許さない意識づく
りに努めます。

えなえーる店頭にて啓発物のコーナーを設
置し、県から提供される男女共同参画に関
するチラシや、ハラスメントや暴力を受け
た際に相談できる窓口が記載されたカード
などを置くことでPRを行った。

常設 継続実施 企画課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

15 1 (5) ② 企業、各種団体など
に対する啓発

職場におけるセクシュアル
ハラスメント、パワーハラ
スメントなどを防止するた
め、リーフレットの配布な
どにより、企業・各種団体
への啓発を行います。

・ハローワークと連携し、各イベントの出
席企業へリーフレットを配布した。

随時 継続実施 商工課

16 2 (1) ① 各種審議会・委員会
への女性委員の登用
推進

市が設置する各種審議会・
委員会への女性委員の登用
拡大に努めます。

登用状況調査時に、登用率未達成の審議会
等については主管課へ登用率向上策の検討
を依頼し聴き取りを行った。

- 継続実施 企画課

17 2 (1) ② ワークショップやパ
ブリック・コメント
など、広聴活動の充
実

市民からの意見や情報を収
集し政策に反映するよう、
ワークショップの開催やパ
ブリック・コメント制度な
ど広聴活動の充実を図りま
す。

えなえーるでの講座開催時にアンケートを
取り、どんな講座を今後受けたいか意見徴
収を行っている。いただいた意見を参考
に、女性活躍の推進のための講座を企画、
開催した。
また、前年度に引き続き「cotocotoミー
ティング」を計3回開催。子育て世代が関
心を持ちやすいテーマ（子育て・お金・
食）で気楽に交流が出来る場を提供した。

講座開催毎 継続実施 企画課

18 2 (1) ③ 企業、各種団体への
啓発

職場における重要ポストへ
の女性登用例などの資料収
集に努め、企業などへ情報
提供を行います。

Insuite掲示板にて、各審議会へ女性委員
の登用の依頼を行った。

企業説明会等のイベント開催時に情報提供
を行った。

随時 継続実施 企画課、
商工課

19 2 (1) ④ 地域活動への女性参
画の促進

地域における活動におい
て、性別にかかわらない役
員就任や、活動参加ができ
るよう情報提供、啓発を行
います。

・各種団体の役員に女性の登用や活動への
参加を呼びかけた。

都度 ・継続して各種団体の役員に女
性の登用や活動へのの参加を呼
びかける。

地域振興
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

20 2 (2) ① より良い就労環境の
推進

より良い就労環境を目指す
ため、商工会議所や商工
会、市内事業所などに対し
て、広報紙、ホームペー
ジ、リーフレットなどの活
用により、男女共同参画に
対する啓発や情報発信を行
います。

恵那くらしビジネスサポートセンターと連
携を取り、えなえーるでの女性の就労支援
講座やイベントの告知等、活動の啓発を
行った。

随時 継続実施 企画課、
商工課

21 2 (2) ② 求職ニーズと求人
ニーズのギャップの
縮小を推進

求職ニーズと求人ニーズの
ギャップの縮小を目指すた
め、企業誘致を積極的に行
い、就労の場の提供を充実
します。

・恵那西工業団地が年末に完成し、B区画
及びC区画の分譲地引き渡しを終えた。
・ＩＴ企業の誘致に向けて、マッチングイ
ベントに参加した。

・恵那西工業団地を
ＰＲする目的で、東
京、大阪及び名古屋
で開催される企業展
に５回（市単独１
回、協議会２回、県
２回）参加。

・残りの恵那西工業団地Ａ区画
の分譲に向けて、企業展及び企
業訪問を活用したＰＲ活動を積
極的に展開していく。
・市内のサテライトオフィスを
有効活用するため、ＩＴ企業等
向けにPRしていく。

商工課

22 2 (2) ③ 恵那市役所における
多様な職務機会の提
供

恵那市役所が率先して男女
が共に活躍できる職場を実
現するため、職域拡大など
により多様な職務機会を与
え、計画的な育成、キャリ
ア形成の支援を行います。

第４次人材育成計画に基づき、一人ひとり
の意識改革を図り、自主性、主体性を高め
るとともに、計画的に人材育成を進め、組
織としての総合力を高めるべく各種取り組
みをおこない、女性活躍の推進をおこなっ
た。
・管理職の女性割合【令和５年度：
16.1％】

- ・引き続き、恵那市特定事業主
行動計画の第４期計画に基づい
た各種取り組みを行う。
・恵那市特定事業主行動計画の
第４期計画）の次期計画を今年
度策定予定。

総務課

23 2 (3) ① ワーク・ライフ・バ
ランスの推進

市のホームページや広報紙
及び各種メディアを活用し
て、ワーク・ライフ・バラ
ンスに対する重要性につい
て啓発を行います。

えなえーる店頭にて岐阜県から不定期に提
供されるチラシを置き啓発を行った。

随時 継続実施 企画課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

24 2 (3) ② 企業に対する広報・
啓発の推進

ワーク・ライフ・バランス
を進めるために、総労働時
間短縮の取組についての啓
発や事例などの情報提供
を、企業と連携して行いま
す。

・企業説明会及び訪問時に岐阜県ワークラ
イフバランス推進企業などの制度を説明し
た。
・各イベントの出席企業へリーフレットを
配布した。

・制度の周知 ・企業訪問などにより制度の周
知を図る。

商工課

25 2 (3) ③ 恵那市役所における
両立支援制度の利用
促進

恵那市役所が率先して子育
てや介護をしながら活躍で
きる職場を実現するため、
意識啓発などにより、両立
支援制度の利用がしやすい
環境を整え、利用促進を行
います。

・令和２年度からの恵那市特定事業主行動
計画の第４期計画に基づき、『超過勤務の
縮減』『休暇の取得の促進』『男性の育児
休業取得』の推進をおこなった。
・男性職員の育児休業取得を推進し３名が
取得した。【R5取得率　75.0％】

- ・引き続き、恵那市特定事業主
行動計画の第４期計画に基づい
た各種取り組みを行う。
・恵那市特定事業主行動計画の
第４期計画）の次期計画を今年
度策定予定。

総務課

26 2 (4) ① 家庭生活での男女共
同参画意識の育成

広報紙などのメディアの活
用、セミナーなどの開催な
ど、夫婦間や家庭生活にお
いての男女共同参画意識の
向上に向けた啓発を行いま
す。

（生涯学習課）
①市内12地域（大井と長島は合同）
で、乳幼児期の家庭教育学級を実施。
②学級通信『のびっこ』を年８回発行し、
育児に関する情報を発信した。
③平日の乳幼児学級に参加できない層に向
けて、土曜日に講座を開催した。

（生涯学習課）
①12学級、年間１
２２回、親子１３１
６名参加。
②８回発行、市HP
掲載
③２回（日常の事故
予防）

（生涯学習課）
①各家庭に育児情報を発信する
とともに、学級生の交流の場を
提供していく。
②参加できない層に向け市HPに
通信掲載。
③休日に父親も参加しやすい講
座を開催する。

企画課、
生涯学習
課

27 2 (4) ② 地域のまちづくり活
動への男女共同参画
の推進

多くの人がまちづくりに参
加できる雰囲気、場所づく
りを行い、地域の中でお互
いに支え合う取組を支援し
ます。

・各地域自治区に、多くの若者や女性がま
ちづくりに関わることができる環境づくり
を推進した。

都度 ・継続してまちづくりに関わる
ことができる環境づくりを推進
し、積極的な参加を呼びかけ
る。

地域振興
課

28 2 (4) ③ まちづくり活動組織
における女性役員の
登用推進

まちづくり活動に対し、女
性の意見を多く取り入れる
ため、女性役員の登用につ
いて積極的に推進します。

・まちづくり活動組織の役員に女性の登用
など、活動参加への呼びかけを行った。

都度 ・地域協議会構成員選考におけ
るガイドラインにも掲げてい
る、女性構成員の登用を２割程
度の目標を推進する。

地域振興
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

29 2 (5) ① 防災リーダー養成講
座への参加推進

地域の関係組織を通じた情
報提供や広報紙、ホーム
ページなどを活用し、防災
士を養成する防災アカデ
ミーへの女性受講者増加を
図ります。

・防災アカデミー開催にあたり、女性の活
躍の場、共助の担い手としての地域社会活
動への参加の機会、又は企業防災の観点か
ら、広報えなで広く市民に周知すると共
に、商工事業者及び市内全中学校・高等学
校に広く呼びかけを実施した。
【防災アカデミー修了者　女性17/50人
（34.0％）】

- ・令和６年度についても、引き
続き防災リーダーの養成に取り
組む。

危機管理
課

30 2 (5) ② 男女のニーズに配慮
した避難所などの備
蓄品の充実

避難所におけるプライバ
シーへの配慮や避難所での
老若男女のニーズに対応し
た備蓄品の整備を順次行い
ます。

・マニュアルを基に、総合防災訓練の地域
総合訓練時に13地域で市民主体の防災訓
練を行った。また、避難所の防寒対策を講
じるためロールマットを購入し、指定避難
所に配備した。

- ・令和６年度は、女性等の視点
を踏まえた避難所運営を系統す
る会議を設置し、必要な備蓄等
を検討する会議を開催する。

危機管理
課

31 2 (5) ③ 防災講演会など研修
機会への参画推進

防災意識の向上を図るた
め、防災訓練や防災講演会
などの開催に際して、自治
会、まちづくり団体、女性
団体、子育て団体など幅広
い団体へ参加を呼びかけま
す。

・地域自治区、自治会、事業所、学校等の
会議や活動時に、土砂災害や地震等の防災
対策研修を通じ啓発を行った。

- 継続実施 危機管理
課

32 2 (5) ④ 自主防災組織への参
加促進

地域で編成される自主防災
組織への積極的な参加を促
します。

・９月３日に総合防災訓練開催時にあわせ
13地域で市民主体の防災訓練に市職員も
参加し行った。

- ・令和６年度の恵那市総合防災
訓練においても、地域防災計画
に基づく、市民主体の訓練が実
施できるよう計画する。

危機管理
課

33 2 (6) ① 相談窓口の充実と連
携強化

庁内における様々な相談窓
口及び専門機関などとの連
携を図り、相談者への支援
に努めます。

県が主催する各種相談窓口について、カー
ドやチラシ、HPへの掲載を通して周知を
行った。
子育て支援課より提供されたDVの相談窓
口に関するチラシ等の設置を行った。

随時 継続実施 企画課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

34 3 (1) ① 切れ目ない継続的な
子育て支援

妊娠、出産、子育てまでの
切れ目のない包括的な支援
体制を構築します。

子育て支援施策と母子保健施策による切れ
目ない支援体制の構築を進めるため、子育
て関係機関との連携会議を定期的に開催
し、情報共有や課題解決を図った。

母子保健、児童福祉を一体化
し、妊産婦から子ども、子育て
世帯への切れ目のない支援を行
う、こども家庭センターを設置
する。

子育て支
援課

35 3 (1) ② こども園に関する制
度の充実

時間外保育や一時預かり事
業など、多様なニーズに対
応した保育制度の充実を図
り、保育を必要とする世帯
が安心して子どもを預けら
れるよう、こども園の充実
を図ります。

①保育教諭修学資金貸付制度により、市内
で働く保育教諭の人材確保を図っている。
②県保育士・保育所支援センター主催の潜
在保育士や保育士を目指す中高生を対象と
した「保育のしごと見学会」について、市
内のこども園を会場として受け入れ、保育
教諭の確保につなげた。

①5名利用（継続貸
付4名、新規貸付1
名）

②参加者　保育士資
格取得希望者2名、
中高生17名

・保育業務システムの本格運用
によりＩＣＴ化を推進し、保育
教諭、保護者相互の負担軽減に
つなげる。

幼児教育
課

36 3 (1) ③ 子育てと就労を両立
するための支援

放課後の子どもの居場所の
確保、ファミリー・サポー
ト・センター事業による子
どもの預かりなどの相互援
助活動を推進し、働きなが
ら安心して子育てできる環
境をつくります。

・就労に関わらず、子育てでの援助が必要
な方にはファミリー・サポートセンター事
業による援助を実施している。
・放課後や長期休暇において、季節学童を
含めて全ての学校区で放課後児童クラブを
設置しており、また子どもが病気や病気の
快復期で自宅での保育が困難なときは、専
用の保育所で預かり、保護者の就労支援に
寄与している。

・ファミサポ　延べ
利用件数511件
・病児保育所　延べ
利用人数257人
・学童クラブ　通年
型14校区20クラ
ブ、季節型1校区1
クラブ

・放課後児童クラブ、病児保育
所の安定した運営のため、支援
員、保育士の確保に努める。

子育て支
援課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

37 3 (1) ④ 地域で子育てを支え
る体制づくり

子ども達が異世代の人達と
相互の交流を図る場所や機
会の提供、「子育て支援
員」など子育てに関わる人
材バンクの設置、子育てに
ついての相談、情報の提供
などの援助を行います。

・出生後訪問を希望される家庭へ、地域の
民生主任児童委員が訪問し、子育てに関す
る悩みや相談支援を行った。また、こども
園で実施している子育て支援センターで
は、子育て支援員による相談支援を行って
いる。

・民生主任児童委員
の訪問　24件

こども園で開設している子育て
支援センターを地域の子育て支
援拠点とし、子育てに関する相
談や情報提供を行う。そして相
談に対応する研修の実施や、子
育て支援員等の人材確保につい
て、広報掲載や、岐阜県保育
士・保育所支援センターと連携
して進めていく。
児童センターで、異世代と交流
する機会を検討する。

子育て支
援課

38 3 (1) ⑤ 子育て支援企業の
PRと登録促進

従業員の子育て支援のため
の取組や、意識啓発を積極
的に行う企業などのPRに
努めます。

・企業説明会及び訪問時に岐阜県ワークラ
イフバランス推進企業などの制度を説明。
・ワークライフバランス推進に取り組む企
業をジョブナビ恵那ウェブサイトで紹介。

・制度の周知 ・企業訪問などにより制度の周
知を図る。

商工課

39 3 (2) ① 健康づくりのための
啓発活動

市民の健康に対する意識を
高めるため、広報紙やホー
ムページ、講演会などの機
会を通じて、情報を提供し
ます。

①健幸フェスタinえなを開催し、健康
チェックや食、運動等の啓発を実施した
②毎月19日の「食育の日」にえなえーる
にて食育の日イベントを開催し、減塩・野
菜摂取・朝食摂取などの啓発を実施した
③「えな野菜ファースト」を掲げ、ポス
ター掲示やポストカードの配布による普及
啓発を実施した
④発酵食品サミットinえなに食改と協働で
ブースを出店し、発酵食品を活用して整え
る食事バランスについて啓発を実施した

①健幸フェスタ　1
回7,000人
②食育の日　12回
605人
④発酵食品サミット
２日1,000人

引き続き、普及啓発等を実施
し、健康づくりを推進してい
く。

健幸推進
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

40 3 (2) ② 健康診断の充実 特定健診の受診を勧奨する
とともに、健診後の保健指
導を総括的かつ継続的に行
います。

①特定健診結果においてHbA1c6.5以上
の方やⅡ度高血圧以上の方の名簿を作成し
保健・栄養指導やレセプトによる受診状況
の確認を行い重症化予防を行った。
②特定健診結果に基づく受診勧奨を行った
後、医師から保健指導依頼を受け保健・栄
養指導を行った。

①
糖尿病対象者340人
指導実施率35.9%

高血圧対象者198人
受診勧奨実施率
24.7%

②
保健指導依頼44人

引き続き、特定健診結果に基づ
く保健指導等を行い、生活習慣
病の重症化を防ぐ。

健幸推進
課

41 3 (2) ③ スポーツに親しむ機
会の創出

ライフスタイルや年代に応
じた、楽しみながらスポー
ツができる機会を提供しま
す。

・健康フェスタにて、体力測定やスポーツ
体験のほかに、小学生を対象としたスポー
ツ能力測定会を実施した。
・こども園に体力測定機器を配備し、各園
で体力測定を実施した。
・こども園運動遊び交流会を全園で実施し
た。
・陸上100ｍ走元日本記録保持者の青戸
慎司氏を招き、市内の全小学校でかけっこ
教室を実施した。また、市内小学生への公
募によるかけっこ教室を開催した。

スポーツ能力測定会
参加者103人
こども園体力測定
参加者726人
こども園運動遊び交
流会　参加者267人
（うち保護者の参加
者144人）
かけっこ教室
参加者805人
公募によるかけっこ
教室　参加者　子ど
も82人/保護者53
人

継続して事業を推進していく。 スポーツ
課

42 3 (2) ④ コミュニティセン
ターを核とした「三
学のまち」の推進

コミュニティセンターを活
用し、三学の精神・取組を
市民に広める学びの体制を
構築します。

・恵那文化センター、市民会館、各コミュ
ニティセンターを活用して、「恵那三学
塾」として、市民講座、大学連携講座、先
人学習講座、三学のまち講座などを企画・
開催した。
・市内13地域で、市民三学地域委員会に
より、三学のまちづくり支援事業が行われ
た。地域課題に関する視察研修や、歴史や
自然資源を活用した学びの提供、学びの成
果を活かした発表会など、特色ある学習機
会が実施された。

・市民講座366講
座、大学連携講座2
講座、先人学習講座
2講座、三学のまち
講座1講座
・13地区（三学の
まちづくり支援事業
実施地区）

・「恵那三学塾」として体系的
な学習機会の提供を継続して行
う。各講座で市民の学習ニーズ
に応じた講座を企画し市民の学
習意欲に応える。オンライン講
座など多様な手法による参加機
会の拡充を図る。
・各地域の特色を活かした学習
活動や、地域課題の解決につな
がる学習活動が充実するよう、
市民三学地域委員会による三学
のまちづくり支援事業への支援
を引き続き行う。

生涯学習
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

43 3 (3) ① シルバー人材セン
ターや壮健クラブへ
の支援

高齢者に対して就労の場や
活躍の場を確保し生きがい
づくりを進めます。

・シルバー人材センターや壮健クラブに対
し、高齢者の就労の場や活躍の場を確保し
生きがいづくりを進めるよう支援を行っ
た。
◯シルバー人材センター
　派遣就業コーディネーターが企業訪問を
して受注拡大を図ったり、各戸訪問や機関
誌「シルバー恵那」を発行し会員増強を
図った。
◯壮健クラブ
　軽スポーツ大会、高齢者作品展の実施、
地域活動の支援をした。

【シルバー就業延人
数　38,378人】

【壮健クラブ会員数
5,281人（R6.3.31
現在）】

・シルバー人材センター会員の
確保。
・壮健クラブの会員の増強。

高齢福祉
課

44 3 (3) ② 高齢者への活躍支援 学習活動の推進や、生涯学
習の場での活躍など、高齢
者が知識や経験を活かして
生きがいをもって活動、社
会参加出来る環境づくりを
推進します。

・壮健クラブ等を通じ、社会福祉活動、地
域の環境整備等を実施した。

No43に含む 継続実施 高齢福祉
課

45 3 (3) ③ 生活、就労など多岐
にわたる障がい者支
援

年代にとらわれない療育や
自宅以外の居場所づくりな
ど、障がい者福祉サービス
を充実させることにより、
地域社会で共生できる社会
の構築を図ります。

・地域生活支援拠点「ぷらっと」を設置
し、障がい児者や引きこもりの人達の「居
場所」「活動の場」として提供すること
で、地域で自立した日常生活と社会生活を
営むきっかけづくりとなる支援を行った。
※お仕事体験として市広報の郵送事務
※市出前講座受講（ボランティアについ
て）
※社協花壇整備
※障害者週間でスターバックスさんとコー
ヒーの配布　等
・サテライト「ぷらっと」として、岩村、
山岡会場を設置（社会福祉協議会）した。
・12月の「障害者週間」あわせ、市役所
にて市内の障がい者通う事業所や恵那特別
支援学校の物販等行い障がい者福祉の理解
促進及び障がい福祉施設のＰＲを実施し
た。

【利用登録者　99
人、開所日数　283
日、延べ利用者数
1,712名（日平均
7人）】
【障害者週間参加事
業所　掲示：12事
業所、販売：10事
業所】

・事業所の物販について、昼休
みの時間を利用して、市民や市
役所職員に向けて販売を行う。

社会福祉
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

46 3 (3) ④ 多様な福祉人材の確
保

充実した福祉サービスの提
供を図るため、ケアの担い
手として多様な形で参加出
来る環境整備を促進しま
す。

・シルバー人材センターや地域の組織に対
し、生活支援が必要な高齢者へのサービス
や介護予防事業等の環境整備をし、実施し
た。
◯シルバー人材センター
　すこやかヘルパー
　寝具消毒サービス
◯地域組織（市内3団体）
　恵那市おでかけエーナ（通所型サービス
Ｂ）事業
・令和5年度自立支援協議会「事業者部
会・権利擁護部会」合同にて、障がい者へ
の虐待・差別について理解を深めるため、
研修会を開催した。

【シルバー人材セン
ター：利用延べ回数
2,322件】
【地域組織（市内3
団体）：利用延べ回
数2,738件】

・継続可能な事業の実施を共に
検討する。
・令和6年度自立支援協議会「事
業者部会」にて、障害事業所職
員の充実したサービスの提供・
福祉人材確保に向けた研修会を
開催予定。

高齢福祉
課、
社会福祉
課

47 3 (4) ① 地域で支え合える体
制づくり

住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで
続けることができるよう、
地域コミュニティの再生と
相互扶助機能の向上を図
り、住まい・医療・介護・
予防・生活支援が一体的に
提供される地域包括ケアシ
ステムの構築を図ります。

・地域包括ケアシステムの構築を深化させ
るため、地域ケア会議の開催、生活支援体
制の強化、地域の見守りネットワークの充
実、在宅医療と介護の連携強化、多職種連
携の強化等を引き続き行った。

【地域自治区ケア推
進会議の開催：13
地区延べ26回】

継続実施
・開催方法の検討
（地域福祉懇談会との一体的な
開催）

包括支援
センター

48 3 (4) ② ひとり親家庭への経
済支援及び自立支援

ひとり親世帯の市民税課税
状況に応じて、こども園、
保育園の保育料の軽減措置
を図ります。また自立に向
け、入園の際は保育の優先
利用を考慮します。

・58世帯に対して軽減措置を行った。ま
た、67世帯に対して入園調整時に優先利
用に配慮した。

- 継続実施 幼児教育
課
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R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

49 3 (4) ③ 性的マイノリティに
対する知識の育成と
理解の促進

広報紙などのマスメディア
を活用し、同姓愛者、両性
愛者、性同一性障害者など
の性的少数者に関する知識
の情報提供を行い、差別の
ない社会を目指します。

・市HPや人権擁護委員による啓発活動に
おいて、LGBTについて啓発した。また、
広報えな12月号にて人権特集記事を掲載
し市民に広く周知した。
・７月に人権教育主任研修会にて、各学校
の人権担当教員に研修を実施した。県人権
施策推進課に講師を依頼し「性的マイノリ
ティへの理解と対応」についての講話を実
施した。

・啓発随時

・１/年回

啓発活動を継続する。 社会福祉
課
学校教育
課

50 3 (5) ① 伝統文化・芸能の継
承及び故郷学習の推
進

地元の歴史・文化について
学ぶ機会を設け、後世に継
承することに努めます。ま
た、故郷学習など故郷愛を
育む取組を行います。

・（公財）恵那市文化振興会を通じて伝統
芸能、芸術文化団体の活動を支援し、発表
機会を提供。
・郷土の先人をまちづくりに活かす取り組
みとして先人学習講座、下田歌子賞を開催
した。

・恵那市文化祭１回
・伝統保存文化育成
補助金を実施し、８
団体が活用。
・伝統芸能大会１回
・先人学習講座２回

・引き続き各団体への支援と活
動を発信する。
・令和６年度に開催される「清
流の国ぎふ」文化祭2024を通
して、恵那市の伝統文化・芸能
を市内外に広く発信していく。
・ふるさとの歴史、文化、先人
からの教えなどを学ぶ機会を提
供する。より多くの方が取り組
める企画を検討していく。

生涯学習
課

51 3 (5) ② 多文化共生社会に対
応した支援

関係団体との連携のもと、
在住外国人の現状把握を図
るとともに、多文化への理
解と共生を推進していきま
す。

・在住外国人の現状把握をより深めるため
に、県多文化共生推進員と連携した近隣自
治体間での課題・現状などの共有方法につ
いて、検討を進めた。

- ・引き続き近隣自治体を含めた
市内外での在住外国人が抱える
課題・現状把握につとめ、関係
団体と連携しながら多文化への
理解と共生を促進する

企画課

52 3 (5) ③ 国際理解のための教
育の推進

学校教育における語学教
育、多文化に触れ合う機会
の提供により、児童・生徒
の国際感覚、コミュケー
ション能力の育成を図りま
す。

全小中学校にALT（外国語指導助手）を
派遣し、授業及び交流を行った。

常時 継続実施 学校教育
課

13/14



R6.3.31時点

実績
（具体的な取組の実施状況）

活動回数など
今後の取り組み

（新規・改善等）

第２次恵那市男女共同参画プラン施策の取組状況(令和5年度実績)

NO.
基本
目標

施策
の

方向
施策名 施策の内容

施策に対する取り組み状況（令和5年度）

担当課

53 3 (5) ④ 在住外国人への支援 関係団体との連携のもと、
にほんご教室の開催や、生
活情報の多言語化など、在
住外国人の生活に関する支
援に努めます。

・恵那市国際交流協会によるにほんご教室
を支援した。
・市内企業と連携した防災講座の実施検討
を進めた。
・多文化交流の機会として、同協会による
グローバルカフェ【外国人：12人、日本
人：21人】の開催など支援した。

・日本語教室34回
・グローバルカフェ
1回

・引き続き日本語教室の開催を
中心とした在住外国人の生活支
援を行っていく

企画課

54 3 (6) ① 女性活躍の意識啓発 広報紙やホームページなど
を活用して、働く場で活躍
する身近な女性ロールモデ
ルや情報発信を行います。

えなえーるの講師登録制度を利用し、講師
デビューを目指す女性について、開催講座
等をSNS（フェイスブック・インスタグ
ラム）やえなえーる公式HPにて紹介し
た。

- 継続実施 企画課

55 (6) ② 女性の就業・再就職
の支援

女性が社会に出る際の不安
を減らすため、恵那くらし
ビジネスサポートセンター
による、女性の就業・再就
職に関する相談対応・セミ
ナーの開催や、ハローワー
クが開催するセミナーの情
報提供による支援を行いま
す。

・えなえーる店頭にて、岐阜県から不定期
に提供される女性の就業支援や起業支援に
関するチラシを置き啓発。
・ハローワーク出張相談の開催。
・女性向けの企業説明会、個別相談会の開
催。

随時 継続実施 企画課
商工課
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